
　 令和 7 年度　学校評価総括表 学校名 所属長名                                             

評価者人数 8人

評価日 実施日 12月4日 実施日 12月22日 評価日 3月6日

公表日 6月25日 公表日 公表日 1月9日 公表日 1月9日 公表日 3月27日
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○来年度も本年度を踏襲することにより、年３回の学校運営協議会を
開催し、生駒南小中学校合同のコミュニティスクールの基盤を固め、生
駒南小中学校開校に向け取り組みたい。
○計画通りに地域学校協働活動を実施する。また、生徒だけでなく、教
職員も地域学校協働活動の意義を理解し、地域の方々と協働で活動で
きるようにする。
〇南小中新校舎建設に伴い、活動も調整が必要となってくるため、その
都度最適な形にしていきたい。
〇南小中合同開催で異学年交流や教職員の交流を深める機会とした
い。

〇道徳の授業参観や校内研究（毎学期）を行って、道徳の授業の質を
向上させる。
〇あらゆる教科領域を通して、自己肯定感を高めながら、自分の考え
や意見を表現し、相手の意見を受けとめる技能を養う取り組みをする。
〇学級活動や学校行事を通して、互いを尊重する心を育成しながら、
「なかま」づくりができる取り組みをする。

○通常清掃においては、時間に遅れることなく、早くから清掃場所
に行き、清掃活動に取り組んでいる生徒が多い。
〇保健体育の授業や体育大会の練習、部活動などを通して、体力
向上の機会を確保できている。
〇生活委員によるお昼の放送で、その日の給食の山地や生産者を
知ることで、「食」の大切さを学ぶことができた。
○給食前の手洗い・消毒はほぼ徹底できている。
〇給食配膳時のエプロン・三角巾の着用は徹底できている。また、
給食配膳時のマスク着用を徹底していく。
〇給食センターの方に来てもらい、１，２年生を対象に食育の話をし
ていただいた。

○全教職員で問題行動、問題事象に対して、早期発見、早期対応に努めるとともに、連携を密にし、情
報共有を行い、積極的な生徒指導（あいさつ、時間厳守、服装、言葉つかい）を行う。【取組指標】
○教職員のアンケートで「報告・連絡・相談・確認ができましたか」の肯定意見１００％を目指す。【成果指
標】
○普段の授業や出前授業を通して、問題行動の未然防止教育に努めるとともに、学校生活の中で、生
徒に積極的に関わり、生徒理解に努め、ふれあいタイムや相談事には、生徒に寄り添う姿勢を持ち、柔軟
に対応する。【取組指標】
〇生徒へのアンケートで、「先生は相談にのってくれる」「認めてくれる」等の肯定意見９０％以上を目指
す。【成果指標】
○保護者へのアンケートで「お子様は相談にのってくれる」「認めてくれる」等の肯定意見９０％以上を目
指す。【成果指標】
○全教職員で生徒の情報共有を行い、全生徒にとって「安心できる居場所（各教室、サポートルーム
等）」を作ること意識する。また、オンライン授業や別室（サポートルーム）登校など個に応じた柔軟な対応
を行う。【取組指標】
〇学校や家庭、地域の方々に対して、挨拶をすることの大切さを全校集会や朝の会、学活などを通じ
て、全教職員で声をかけ、意識づける。【取組指標】
〇生徒へのアンケートで、「自ら進んで挨拶ができている」いう肯定意見９０％以上を目指す。【成果指
標】
〇学校のルール（生徒心得）を守り、学校生活を送る上で基本的な習慣を身につけさせる。【取組指標】
〇生徒へのアンケートで、「学校のルールを守っている」という肯定意見９０％以上を目指す。【成果指
標】
○生徒へのアンケートで、「相手や場に応じた行動や言葉づかいができていますか」という肯定意見９
０％以上を目指す。【成果指標】
〇生徒へのアンケートで、「いじめはどんな理由があってもいけない」という意見１００％を目指す。【成果
指標

〇教職員で、生徒を見守り、朝の登校、昼休み、下校指導などで、声をかけている。
〇学校生活の様々な場面で、教師が生徒に積極的に関わり、信頼関係を構築中で
ある。
○生徒指導講演会では、がん教育と題して、いのちの大切さなどを話して頂き、生
徒自身も深く考えることができた。
○問題行動や気になる様子、小さな変化があれば、その内容を職員会議や生徒指
導部会など、教職員の中で情報を共有し、生徒理解に努めている
〇全教職員が常日頃から、生徒の声に耳を傾け、話を聞くようにしている。
○ふれあいタイムのアンケートを行い、その内容を通して、生徒からの話を聞く。時
間と場所を確保し、相談になるように、生徒の気持ちに寄り添うスタンスで取り組
む。
〇オンライン授業も活用し、生徒が安心して授業を受ける環境を整えている。また、
生徒一人一人に柔軟な対応を行い、少しでも登校できるように工夫している。
○SRの運用が始まり、数名の生徒が登校し、穏やかに学校生活を送り、居場所と
なっている生徒もいる。
〇全校集会、朝の会、帰りの会、学活などを通して、場に応じた挨拶や行動、態度
などを生徒に指導している。
〇「生徒心得」を意識させ、基本的な習慣を身につけた上で、より充実した学校生
活を目指すように声をかけている。
〇いじめアンケートは、毎学期行う。
〇いじめ事象に関わっては、聞き取りを丁寧に行い、初期対応の大切さを意識し、
生徒の安全を確保するようにしている。
○２学期にはSNSの使い方について、全校生徒対象にスマホ教室を実施した。

〇給食配膳時のエプロン・三角巾の着用を徹底は引き続き生徒指導部
と連携して行っていく。
〇今年度実施した、給食センターの方に来校してもらっての食育の話を
継続して実施したい。
〇清掃用具の点検・交換・補充
〇規則正しい生活（食事・睡眠・運動など）を送ることを心がける生徒が
少ないので、ルールメイキングの縦割り活動や、アンケートの実施・分析
による啓発活動を行いたい。

○すべての教職員が率先して清掃活動を行うと共に、委員会活動や学級の当番活動に責
任をもって取り組ませ、美化意識の向上に努める。【取組指標】
○清掃道具の点検を定期的に行い、校内環境の美化に努める。【取組指標】
○清掃活動に積極的に取り組んでいるという教師・生徒の割合８０％以上をめざす。【成果
指標】
○教科学習や部活動指導などを通し、心と体の健康に関心を持ち、生涯を通じて健康な生
活を送ることができる基礎的な力を培う。【取組指標】
○学校保健委員会の１月実施に向けて、関係機関と連携を取りながら準備を進める。【取
組指標】
〇「規則正しい生活（食事・睡眠・運動など）を送ることを心がけていますか。」という生徒の
肯定的意見８０％以上をめざす。【成果指標】
〇教科学習や給食指導・委員会活動などを通して、「食」の大切さや楽しさ、マナーなどを
意識させる。【取組指標】
〇手洗い・消毒・マスク着用など衛生的な習慣を徹底させる。
〇給食配膳時のエプロン・三角巾の着用の徹底。【取組指標】
〇給食の残食が多いので、いのちの授業等を利用して食育の取り組みを進める。【取組指
標】
〇「給食は、手洗い・消毒など、マナーを守って食べるようにしている」という肯定的意見８
０％以上をめざす。【成果指標】
〇給食配膳時のエプロン【成果指標】・三角巾着用率１００％を目指す。
〇各クラスの残食ゼロを目指す。
【成果指標】

○コミュニティスクールの推進
・花いっぱい運動、除草作業、地域クリーンアップ活動を実施する。【取
組指標】
○地域との協働活動を推進
・全校生徒と南小学校6年生による地域クリーンアップ活動を行う。【取
組指標】
・地域に貢献できていると感じる生徒の割合９０％以上目指す【成果指
標】
・地域や保護者に協力を求め、生徒・学校職員・地域・保護者が協働で
取り組める活動にする。【取組指標】
・学校の行事に地域の方々が参加できる、開かれた学校を目指す。【取
組指標】
○保幼小中学校の連携推進
・本校３年生の生徒と南こども園の園児の交流活動を実施する。【取組
指標】

○生徒を対象としたアンケートで、「地域クリーン
アップ活動の意義を理解し、意欲的に取り組むこと
ができましたか」の問いに対し、93％が肯定的な回
答をしている。
○「学校の外で、地域の方にしっかり挨拶ができて
いますか。」の問いに対し、９０％が肯定的な回答を
している。
○令和７年度全国学力・学習状況調査において、
「地域や社会をよくするために何かをしてみたいと
思いますか」という質問に対し７０%の生徒が当て
はまる・どちらかといえば当てはまると回答している
が前年度より下回っているため、より地域に対する
繋がりを高めていくことが必要だと感じる。

○保護者を対象としたアンケートで「お子さま
は、地域の方に挨拶ができていますか」の問い
に対し、87％が肯定的な回答をしている。

○5月2３日に第1回花いっぱい運動を実施し、多数の部活動の生徒(１０７
名)の参加、ならびに７名の地域の方に参加いただいた。
○6月２０日に第1回除草作業を実施し、多数の部活動の生徒(９８名)の参
加、ならびに１８名の地域と保護者の方に参加いただいた。
○8月８日にサマースクール図書館開放を実施し、地域の方や南小学校の
児童、保護者の方(１５名)の方に参加いただいた。
○9月2６日に第2回除草作業を実施し多数の部活動の生徒(６２名)の参
加、ならびに１１名の地域と保護者、卒業生の方に参加いただいた。
○3年生の生徒（４８名）と南こども園との交流活動を9月９日実施すること
ができた。
○１０月2４日に第２回花いっぱい運動を実施し、多数の部活動の生徒(５２
名)の参加、ならびに６名の地域の方に参加いただいた。

〇生徒会を中心とする校則や学校生活を見直すプロ
ジェクト（ルールメイキングプロジェクト）を実施。プロ
ジェクトチームから「異学年交流」を提案。子ども自身
が対話を通して決めていくプロセスが重要。
〇学校では多様性に対する配慮がなされていると感じ
ている。

〇南小中学校区は地域とのつながりが深く、いろいろ
な協力体制がある。今後、学校主体ではなく地域が主
体となる取り組みも進めていきたい。
〇花いっぱい運動や除草作業の活動を生徒と地域の
方々との交流が深まる工夫が必要である。
〇地域ボランティアの人材が高年齢化している現状が
あり、持続するための工夫が必要である。
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〇教員間での授業規律の確認、生徒への学習ルールの確認を年度始めに
行った。
〇８月２７日、９月１日、９月１７日に授業力向上研修を講師を招いて行っ
た。
〇１１月１７日～１１月２５日の期間中に「授業研究週間」を設け、教員間で互
いの授業を見合い、授業力・指導力向上を図る予定である。
〇全国学力学習状況調査の結果より、授業で積極的なICT機器の利用、
活用をすることができていることが分かった。
〇夏休み期間中、前半（7月２9日～３１日）と後半（８月２０日～２１日）の合
計５日学習会を開催した。
〇主体的・対話的で深い学びの工夫と改善を引き続き行っていく。
〇生徒を対象とした学習に関するアンケートを実施する予定である。

〇基礎学力向上に向けて日々の授業を大切にし、引
き続き新しい授業方法に取り組んでいってほしい。
〇「規則正しい生活リズム」という点において教員、児
童生徒、保護者とも共通して十分ではないと、課題認
識された。スマートホン利用のSNS等による睡眠不足
の影響があり、今後の懸念事項。学校、家庭、地域と
連携しながら改善に努めたい。

[6]学校関係者評価

　　　　　Ⅰ　学校教育目標

〇地域とのつながりを深め、地域学校協働活動をさらに進展させる。
〇保幼小中学校の連携を推進させる。
〇学校が安心できる場所となるための具体的な取り組みが必要である。
〇学校評価で低位にあった項目について次年度具体的な案を立て取り組む必要がある。
〇生徒の自己肯定感・有用感の向上に向け、より具体的な施策が必要である。
〇人権意識・道徳心の向上ため、体験学習を取り入れ、ゲストティーチャーを活用する必要がある。
〇学力向上に向けて調査結果を基に具体的な改善を進めることが重要である。
〇職員の資質向上のための研修会が必要（授業力・評価評定・ICT活用・生徒理解）
〇働き方改革をさらに進める必要がある。校務の偏り等の解消に向けさらに検証実施する。

Ⅱ　前年度に残された課題

〇道徳の授業で、心の変化を感じ、他者の多様な考えに共感することができた生徒は、全体の９６％が肯定
的な回答をしており、【成果指標】９５％を達成したと言える。引き続き心の変化や他者を認め、多様な考えに
共感できる授業づくりを行っていく。
〇道徳の授業を計画的に実践することができた。また、道徳の授業で、年間２回学年ローテーション授業を
実践し、授業研修を行い教師の授業力向上を目指す取り組みができた。
〇学級活動や学校行事などすべての教育活動を通して、互いを尊重し、「なかま」づくりを育成できるよう今
後も声かけを行っていく。
〇１年生は、外部から福祉の方を招いて、障害者理解および高齢者理解を深めた。車いす・アイマスク・高齢
者疑似体験を行い、自分に何ができるのかを考えた。また、日常生活から言葉の使い方等に気をつけ、団結
力を高めた。
〇２年生は、国語や社会の授業等を利用して、小さな親切や税の作文などに取り組んだ。来年度の修学旅行
に向けて、沖縄に関しての歴史や文化を学習し、いのちの発表会で学んだことを発表した。
〇３年生は、沖縄での修学旅行で友情を深め、班活動や学級活動を通して自主的・協力的に行動する態度
を育成した。また、平和学習を通して戦争の悲惨さを学び、未来のために自分達に何ができるのかを考えた。
今年度からいのちの発表会に出席し、改めて沖縄について知識を深め、考える機会となった。

〇いのちの時間に、出前授業や体験学習を積極的に活用する。【取組指
標】
〇アンケートで、出前授業や体験学習は、有意義であったという肯定意
見９０％以上を目指す。【成果指標】
〇道徳の授業で年間２回学年ローテーション授業を実践し、授業研修を
行い、教師の授業力向上をめざす。
【取組指標】
○道徳の年間授業計画のもと、内容項目のバランスを考慮して授業を
行う。【取組指標】
〇あらゆる教科領域を通して、自己肯定感と自己有用感を高めながら、
自分の考えを表現し、相手の意見を受けとめる技能を養う。【取組指標】
〇生徒へのアンケートで、道徳の授業や人権学習の中で、心の変化を感
じ、他者の多様な考えに共感することができた生徒９０％を目指す。【成
果指標】

〇出前授業や体験学習を積極的に取り入れ、地域や社会とつなが
る学びを広げることができている。
〇道徳の授業を計画的に実践し、校内研修を実施中である。2学期
１回、３学期１回の計２回のローテーション授業を実施中である。３年
生においては、２学期に２回。
〇学級活動や学校行事などすべての教育活動を通して、互いの良
さを認め合い、「なかま」づくりを育成できるよう声をかけている。特
に、今年度も色別体育大会の練習において、他学年との交流を行
い、縦のなかまづくりも深めている。また、体育大会に限らず、ルー
ルメイキングを通して、全校生徒でより良い学校を築いている。
〇道徳の毎授業後の生徒への振り返りで、他者の多様な考えに共
感することができたか確認している。
引き続き校内研修および授業の振り返りを実施し、授業力改善に
生かしていく。

〇『道徳の授業で、考えを深めることができま
したか。』の項目において、1年９４％、２年９
５％、３年９５％、全体平均９５％の生徒が肯定
的な回答をしている。
〇『道徳の授業で、クラスメイトの意見や考えに
共感することができましたか。』の項目におい
て、１年９８％、２年９５％、３年９５％、全体９
６％の生徒が肯定的な回答をしている。
〇『出前授業や体験学習は、有意義な時間に
なりましたか。』の項目において、１年９５％、２
年１００％、３年９６％、全体９７％の生徒が肯定
的な回答をしている。

○保護者を対象とした学校評価アンケートにおい
て、『お子様は、道徳の授業で、考えを深めることが
できていると言っていますか。』に対して、全体の９
８％が肯定的な回答をした。

〇学習環境を整備し、授業に集中できる環境づくりに取り組む。【取組指標】
〇教員間での授業規律の共通理解、生徒への学習ルールの確認を行う。【取組
指標】
〇アンケートで授業に集中できる環境が整っていると答える生徒の割合８０％以
上を目指す。【成果指標】
〇授業で積極的にＩＣＴ機器を利用する。【取組指標】
〇アンケートで、授業で積極的にＩＣＴ機器を利用したと答える教員の割合９０％
以上を目指す。【成果指標】
〇主体的・対話的で深い学びの工夫と改善。授業で生徒が認めてもらい、安心
感や自己有用感を育てる指導をおこなう。【取組指標】
〇生徒にアンケート調査を実施し、自己有用感のもてる生徒の割合８０％以上を
目指す。【成果指標】

〇生徒を対象とした学習に関するアンケートを令和８年１月１９日
に実施し、『予鈴着席はできていますか』の項目において、全体で
９４．２％の生徒が肯定的な回答をした。『授業は集中して受ける
ことができていますか』の項目において、全体で８９．４％の生徒
が肯定的な回答をした。
〇『授業や定期テストの振り返りを行って、次の授業につなげるこ
とができていますか』の項目において、６３．９％の生徒が肯定的
な回答をした。『家庭学習を計画的に行っていますか』の項目に
おいて、全体で５４．１％の生徒が肯定的な回答をした。
○『出前授業や体験学習は、有意義な時間になりましたか』の項
目において、９７％の生徒が肯定的な回答をした。
〇令和７年度全国学力学習状況調査において、『自己有用感』の
項目に関して、『自分にはよいところがある』に８８．４％の生徒が
肯定的な回答をした。また、学校評価アンケートでは、『先生は、
あなたのよいところを認めてくれていると思いますか』に対して全
体で９７．７％の生徒が肯定的な回答をした。

[4]外部アンケートの分析

保護者アンケート

　　　ホームページ

○コミュニティスクールの推進に関しては、計画通り年３回の学校運営協議会を
生駒南小学校と合同で実施し、本校の教育方針や教育活動について熟議するこ
とができた。
○地域学校協働活動として、花いっぱい運動を２回、除草作業を１回、地域クリー
ンアップ活動を生駒南小学校6年生と合同で１回実施し、多くの地域の方々や保
護者の方々と協働で取り組むことができた。
○保幼小中学校の連携推進については、9月９日（金）に中学校3年生と南こども
園の園児と交流活動を実施することができた。

〇学習環境に関して、全体の８９．４％の生徒が肯定的な回答をしていることにより、【成果目標】の８０％を達成したと言え
る。今後も教員、生徒を対象とした授業規律、学習ルールの確認を行い、この数値を維持しつつ、９０％以上の生徒が肯定
的な回答をするように授業規律、学習ルールの確認や取り組みをしていく。また、学習ルールに関して、授業形態が変化し
ていく中、それに合ったものを検討し精査していく必要がある。
〇ICTの利用に関しての教員を対象としたアンケートにおいて、８７％の教員が肯定的な回答しているが、【成果目標】の９
０％を下回っており、教員間で授業を見合い、授業力向上を目指す必要がある。また、生徒を対象とした「大型テレビやコ
ンピュータを使った授業はわかりやすいですか」という質問に全体の９５％の生徒が肯定的な回答をしている。このことか
ら、ICT機器の使用が生徒の学習の理解につながっていることが分かる。引き続き、学習の中でICT機器を適宜活用しな
がら、分かる授業の構築に努めていく必要がある。
〇「自己有用感」の醸成に関して、アンケートの中で「自分にはよいところがある」と肯定的に回答した生徒の割合は８８．
４％であり、【成果目標】の８０％を達成した。引き続き、生徒に寄り添った指導を意識して行っていく。
○出前授業や体験学習は、有意義であったと９７％の生徒が回答しており、出前授業の内容を事前に精査し、生徒の生き
る力になるような出前授業や体験学習をバランスよく取り入れる必要がある。
○社会科の授業で、自由進度学習の研究授業を行い、多くの教員がいい刺激を受けた。

○保護者を対象とした学校評価アンケートにおい
て、『お子様は、大型テレビやタブレットを使った授業
はわかりやすいと言っていますか』に対して、全体の
９３％が肯定的な回答をした。『お子様は、学校生活
が充実していると言っていますか』の項目では、全体
の９６％が肯定的な回答をした。
○『お子様は、興味・関心のあることについて、すす
んで調べようとしていますか』に対して、全体の８５％
が肯定的な回答をした。

〇体力づくり・健康づくりにおいて、さらなる運動の機
会の確保が必要である。
〇みんなで一つのことを達成する楽しさを感じられる
ようなレクリエーションなどの取り組みを行っていただ
きたい。（ルールメイキングプロジェクト）

〇日常の清掃活動において、生徒・教師の
９０％以上が意欲的に取り組んでいると回
答している。
〇給食前の手洗いなどの衛生面において
は、肯定的な意見が生徒全体で９８％であ
り、全体的に高い意識をもって取り組めて
いる。
○給食でエプロン・マスク・三角巾をきちん
と着用できていると考える生徒は９３％で、
全員が徹底できているとは言えない状況
である。
〇規則正しい生活（食事・睡眠・運動など）
を送ることを心がけている生徒は80%に
とどまった。

〇生徒の清掃活動において、保護者の１００％
が意欲的に取り組めていると回答している。
〇生徒は規則正しい生活（食事・睡眠・運動な
ど）を送ることを心がけていると考える保護者は
70%しかおらず、課題が残った。

〇日常の清掃活動においては、生徒・教師ともに意欲的に取り組むことで、校内
の環境美化が維持されており、その取り組みは保護者にも評価されている。
〇生活委員会の生徒を中心に、教室のワックスがけ・清掃用具の点検を行った。
〇学校保健委員会を１月に実施した。
〇給食時の手洗い・消毒などの衛生的な生活習慣については、ほぼ達成すること
ができたが、給食配膳時のエプロン・三角巾については今年度は徹底できていな
い。
〇規則正しい生活（食事・睡眠・運動など）を送ることを心がけている生徒が少な
い。

〇「先生へ相談ができた」というアンケートでは、８４％の
保護者が肯定意見で概ね達成している。
○「よいところを伸ばしている」というアンケートでは、９
８％の保護者が肯定意見で達成している。
○「学校のルール」「相手や場に応じた行動や言葉遣い」
のアンケートでは、８８％以上の保護者が肯定的な回答を
している。
〇いじめについてのアンケートでは、９９％の保護者がい
じめのない学校つくりをしていると回答している。

○「生徒心得」、学校のルールを守る、挨拶を行う、場に応じた行動や言葉遣いなど、生徒指導上での基本的
な生徒の意識について、全教職員で指導した。今後、時代の流れに合わせて、柔軟に対応するとともに、全教
職員で声掛け、指導を行っていく必要がある。
○積極的な生徒指導（あいさつ、時間厳守、服装、言葉つかい）について、今年度は、大きな事故、トラブルが
なく、十分に機能した。
〇ふれあいタイムを含めた日頃の生徒からの相談について、全教職員で対応する体制を作り、生徒に寄り添
うことができた。
○毎学期行ったいじめアンケートの結果を経て、生徒への事前指導、事後指導、アプローチなどを、より丁寧
に行っていくことが必要である。さらに、常日頃から、生徒の様子を見守り、学活や朝の会、帰りの会等で学
年、担任の思いを伝えることも継続的に行う。
○報告、連絡、相談、確認について、１００％の教職員が肯定的に回答している。引き続き、生徒の様子の変
化に常に気付く意識を持ち、教職員間の連携、情報共有を確実に行うことを意識する。
〇全学年対象に人権スマホ講演会やスマホ教室を行い、生徒の意識も高まった。また、教職員で研修を行
い、生徒のスマホやＳＮＳの取り扱いについて指導を続けている。
〇１年生対象に交通安全教室を行い、生徒の自転車の乗り方のマナーなどについて指導した。来年度も引き
続き、行う予定である。
〇オンライン授業など「安心できる居場所」を作ることを心掛けた。サポートルームが今年度から開室し、数名
の生徒が登校できるようになった。
○問題行動や気になる様子、小さな変化があれば、生徒からの話を聞くことに徹した。また、その内容を、そ
の都度、学年を中心に情報共有を行い、職員会議や生徒指導部会など全体での生徒理解にも努めた。

〇校内サポートルームを充実したものとし、不登校児
童生徒に対する対応を引き続きお願いしたい。
〇アンケート結果が昨年と比較して良い結果になって
いるのは、先生方の手厚い対応によるものと聞き、今
後も継続して対応していただきたい。
〇引き続き、ネットワーク機器の利用やＳＮＳなどのトラ
ブルについて、保護者と連携して取り組んでいただき
たい。

〇「先生は相談にのってくれる」「認めてくれる」等の
肯定意見は９９％で達成している。
〇「自ら進んで挨拶ができている」の肯定意見は９
０％で概ね達成している。
〇「学校のルールを守っている」という肯定意見は９
７％で達成している。
○「相手や場に応じた行動や言葉づかいができてい
ますか」という肯定意見は９０％で達成している。
○「いじめはどんな理由があってもいけない」という
意見は、９８％で、ほぼ達成している。

○全校集会、朝の会、帰りの会、学活などを通して、学校のルールの在り方や場に応じた行動や
言葉遣い、挨拶について、全教職員が同じ方向で継続的に指導していく。
○生徒の相談に対して、全教職員が生徒に寄り添うスタンスで進め、生徒の想いを聞き、両者
（担任、生徒）にとって、有意義な時間にする。学校生活のすべての時間で生徒の様子を把握し、
適時声掛けを行い、生徒がいつでも相談できる体制を作る。
〇来年度も、いじめアンケートを学期ごとに行い、いじめの芽に気づく環境を作り、普段から生
徒の様子を丁寧に把握する。また情報共有を確実に丁寧に行う。
○登校指導、休み時間、昼休みの見守り、下校指導など、生徒の見守りを、継続的に全職員で取
り組むとともに、生徒理解の意識を高める。
〇生徒の実態を把握するとともに、サポートルームと連携を取り、「安心できる居場所」を作るこ
とを今後も意識していく。
○問題行動に対して、教職員で連携をとり、指導を行うことができた。一人の教職員が抱えるの
ではなく、職員会議や生徒指導部会でも情報共有を行い、より丁寧な生徒指導へとつなげてい
く。また、初期対応についても、教職員で連携を取り、学校全体で対応する。
〇問題行動になる前段階での気づきを大切にしていくためにも、担任、学年担当、教科担当が
意識をして、生徒の様子を確認して、情報共有を行う。

Ⅲ　本年度の重点課題
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定

児童生徒アンケート

公表日

評価日

課題の改善策等最終評価（成果と課題）

公表
方法

[3]自己評価

○学習のルール内容を見直し、現状に合ったルールをつくる必要がある。
〇教員間、生徒間で授業規律を再度確認、徹底し、授業に集中できる環境づくりに取
り組んでいく。
〇教科の特性に応じたより効果的なICT機器の活用を積極的に行っていく。
○授業研究週間の期間の見直しやオープンスクールの開催を検討したらどうか。
○授業研究週間を南小学校にお知らせし、見合う習慣を構築する。
○教員の研修を来年度もできる限り小中合同で行う。
○５教科におけるミライシードの積極的な活用。
『喫緊の課題』
○生徒は、授業や定期テストの振り返りを習慣化し、家庭学習を計画的に行うことが
必要である。そのため、教員の生徒へのさまざまな学習サポート（声掛けや方法を教え
る等）が必要である。
○教員は、研修に参加し授業を見合うことによって、新しい授業形態を学び、試行錯誤
しながら授業力向上に努める必要がある。

辻　本　宣　之

[5]自己評価

2月18日

3月6日
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生　駒　市　立　生　駒　南　中　学　校

公表
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公表
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公表
方法

人権尊重の精神をもった次代の担い手となる、豊かな人間性と創造性をそなえた生徒の育成

Ⅳ　来年度に残された課題

〇地域とのつながりを深め、地域学校協働活動をさらに進展させる。
〇保幼小中学校の連携を推進させる。さらに、小中一貫校開校に向け、施設面、学習面等の連携を強化させる。
〇学校が安心できる場所となるための具体的な取り組みが必要である。
〇学校評価で低位にあった項目について次年度具体的な案を立て取り組む必要がある。
〇学力向上に向けて調査結果を基に具体的な改善を進めることが重要である。
〇職員の資質向上のための研修会が必要（授業力・評価評定・ICT活用・生徒理解）
〇働き方改革をさらに進める必要がある。校務の偏り等の解消に向けさらに検証実施する。

①確かな学力の育成（わかる授業の構築）
②地域・保護者に信頼される学校づくりの推進（学校・保護者・地域との連携）
③豊かな心（人間性）の育成
④積極的な生徒指導の推進（いじめ、相談活動等）
⑤健やかな体の育成


